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菊 沢 喜 八 郎 (京 都 大 学 農 学 部 )
キ ナ バ ル 山 に お い て は 低 地 降 雨 林 か ら 高 山 植 生 に い た る 5 つ の 植 生 帯 と 、
異 な る 地 質 起 源 の 土 壌 を 利 用 し た 、 生 物 多 様 性 研 究 が な さ れ て き た 。 そ の 主
な も の は
1  熱 帯 山 地 林 に お け る 標 高 に よ る 平 均 気 温 の 変 化 に と も な う 高 木 樹 種 種 数
の 変 化 に 関 す る モ デ ル に よ る 予 測 (K i. kuzawa199S) と 、 プ ロ ッ ト 調 査 に よ る
実 証 的 研 究 (Ai. b α & 1くi. tayama 1999) 。
2  熱 帯 山 地 林 に お け る 標 高 の 変 化 に と も な う 森 林 構 造 の 変 化 ( A i. ba &  
K i. tayama1999) と 、 構 造 変 化 に と も な う 多 様 性 変 化 、 特 に シ ョ ウ ジ ョ ウ バ 工 相
の 垂 直 構 造 に 関 す る 研 究 (Tanabe &  T o d α 2 0 0 2 )  
3  標 高 に と も な う 平 均 気 温 の 変 化 と 、 森 林 構 造 の 変 化 に よ る 光 条 件 の 変 化
に 影 響 さ れ た 葉 フ ェ ノ 口 ジ 一 、 特 に 開 葉 様 式 、 葉 寿 命 の 標 高 に と も な う 変 化
(1くi. kuzawa &  Ki. mura 2002) 。 土 壌 条 件 の 遣 い や 栄 養 塩 類 の 無 機 化 速 度 の 影 響
を 受 け た 開 葉 タ イ ミ ン グ の 標 高 に よ る 遣 い (Nomura ， 1くi. kuzawa &  Ki. tayama 
2002) ， な ど 葉 フ ェ ノ 口 ジ ー に 関 す る 研 究 。
4  標 高 に と も な う 開 花 フ ェ ノ 口 ジ ー に 関 す る 研 究 。 特 に 多 様 性 の 裏 返 し で
あ る 同 種 他 個 体 の 密 度 に よ り 規 定 さ れ た 、 低 標 高 に お け る 短 期 一 斉 開 花 と 高
標 高 に お け る 長 期 逐 次 開 花 現 象 ( 1 く i . mura ， Ki. kuzawa &  Yumoto 2001) 、 お よ び
そ の E里 論 自 句 説 明 ( U s h i. maru ， 1くi. mura &  K i. kuzawa 2002) 。
5  標 高 に と も な う 結 果 ・ 結 実 フ ェ ノ 口 ジ ー と 、 種 子 散 布 鳥 類 の 標 高 間 移 動
に 関 す る 研 究 ( K i. mura ， K i. kuzawa &  Yumoto 2001) 。
こ れ ら は 、 無 機 的 環 境 条 件 が 生 物 多 様 性 の ポ テ ン シ ャ ル を 規 定 す る こ と 、 実
際 の 多 様 性 は 、 棲 み 場 所 の 構 造 の 多 様 性 、 他 種 と の 競 争 関 係 、 同 種 他 個 体 と
の 関 係 、 花 粉 媒 介 者 、 種 子 散 布 者 等 他 種 と の 相 互 作 用 的 関 係 に よ っ て 実 現 さ
れ る こ と を 示 す 。
ー 19-
